
ほ う じ ょ う 第129 号 報
 

広
 

(1） 昭和弱年12月1 日 

町 の 人 口 

（昭和56年10月31日現在） 

前月比較 

男 3,933 (-12) 

女 4,201 (-13) 

計 8,134 (-25) 

世帯数 2, 644 (+2 ) 

伊

方

小

学

校

 

校
舎
改
築
工
事
完
成
 

永
い
間
の
念
願
で
あ
っ
た
、
伊
方
小
 

学
校
の
校
舎
改
築
工
事
が
、
昭
和
五
十
 

六
年
九
月
三
十
日
完
成
し
ま
し
た
。
 

昨
年
（
五
十
五
年
）
 
二
月
、
 

一
期
工
 

事
（
鉄
筋
三
階
建
、
普
通
教
室
十
八
教
 

室
、
図
書
室
、
用
務
員
室
）
に
着
手
し
 

五
十
六
年
ニ
月
に
完
了
、
引
き
続
い
て
 

一
一
期
工
事
（
鉄
筋
三
階
建
、
特
別
教
室
 

管
理
棟
並
び
に
外
構
工
事
）
に
か
か
り
、
 

五
十
六
年
九
月
に
全
て
完
工
し
た
も
の
 

で
す
。
 

建
築
面
積
、
三
千
八
百
平
方
M
、
工
 

事
費
は
六
億
近
く
投
入
し
ま
し
た
。
 

伊
方
小
学
校
の
黒
川
校
長
先
生
は
、
 

「
本
校
の
校
舎
改
築
に
あ
た
っ
て
は
、
 

町
財
政
の
ひ
っ
迫
し
た
情
況
下
に
か
か
 

わ
ら
ず
、
町
当
局
並
び
に
町
議
会
の
教
 

育
に
対
す
る
強
い
熱
意
と
期
待
を
こ
め
 

て
、
町
民
各
位
の
理
解
と
協
力
を
得
て
 

全
面
改
築
に
ふ
み
き
っ
た
も
の
で
す
が
 

今
全
て
の
工
事
を
終
え
、
新
校
舎
並
び
 

に
校
庭
の
諸
施
設
を
使
用
す
る
に
あ
た
 

り
、
町
当
局
を
は
じ
め
町
民
各
位
の
本
 

校
塾
月
に
寄
せ
る
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
 

校
舎
並
び
に
諸
施
設
の
維
持
、
保
全
、
 

使
用
上
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
る
 

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
真
に
児
童
教
育
の
 

場
と
し
て
、
有
効
適
切
、
積
極
的
な
活
 

用
を
は
か
り
、
 
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
 

の
全
面
発
達
を
目
指
し
て
、
本
校
教
育
 

の
充
実
、
振
興
に
努
め
た
い
」
と
語
り
 

ま
た
、
校
舎
の
廊
下
や
教
室
の
床
を
す
 

べ
て
ヒ
ノ
キ
張
り
に
し
て
い
ま
す
が
、
 

床
を
ヒ
ノ
キ
張
り
に
し
た
の
は
「
現
在
 

の
よ
う
に
モ
ッ
プ
で
合
成
樹
脂
タ
イ
ル
 

防
接
種
（
方
城
中
学
校
）
 

十
日
 

世
界
人
権
デ
ー
 

J
 

一
 
一
 
一
 

g 

の
床
を
磨
く
掃
除
で
は
、
子
ど
も
た
ち
 

に
体
を
動
か
し
て
働
く
習
慣
を
本
当
に
 

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
し
、
 

家
庭
の
生
活
様
式
の
変
化
で
、
ぞ
う
き
 

ん
の
し
ぼ
り
方
も
、
知
ら
な
い
子
も
多
 

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
身
近
で
基
 

礎
的
な
し
つ
け
を
教
え
、
人
間
形
成
に
 

役
立
て
よ
う
と
い
う
願
い
か
ら
、
ま
た
 

ふ
き
掃
除
で
、
床
が
光
る
こ
と
は
子
ど
 

も
の
心
も
光
る
こ
と
に
通
じ
、
愛
校
心
 

も
自
然
に
出
て
く
る
で
し
ょ
う
」
と
、
 

昔
な
が
ら
の
ぞ
う
き
ん
が
け
の
清
掃
教
 

育
に
期
待
を
か
け
て
い
ま
す
。
 

十

一

月

の

こ

よ

み

と

 

催
 

し
 

一
日
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
 

一 

三
日
 

乳
児
検
診
（
中
央
公
民
館
和
室
）
!
 

八
日
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
 

一 

（
高
校
生
第
ニ
回
目
）
研
修
所
 

一 
.
 

一
九
日
 

中
学
校
三
年
女
子
風
し
ん
予
 

一 

一 

防
接
種
（
方
城
中
学
校
）
 

一 

十
一
日
 

へ
き
地
診
療
と
レ
ン
ト
ゲ
ン
 

（
上
弁
城
公
民
館
）
 

一
 
!
 
一
 
一
 

（
長
浦
公
民
館
）
 

十
六
日
 

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
 

ー
ー
十
一
一
日
 

冬
至
 

一
一
十
三
日
 

生
ワ
ク
チ
ン
 

一」臣舞」」m
雌鵬 一

 
一
 

一
一
十
五
日
 

ク
リ
ス
マ
ス
 

ー
ー
十
八
日
 

官
庁
御
用
納
め
 

》
 
一
 
《
 



' 

(2) ●つ よ
 

じ
 

●つ ほ
 

第］29 号 昭和弱年12月1日 広 報 
●
つ
 

年
め
に
な
り
ま
す
が
、
回
を
重
ね
る
ご
 

よ
 

で
す
。
今
年
の
催
し
も
の
で
特
に
目
を
 

じ

 

先
月
号
（
第
百
二
＋
八
号
）
で
紹
介
し
 

●つ ほ
 

報
 

広
 

(3） 昭和弱年12月1日 広 報 ‘よ つ し よ フ 第1四号 

作 

文 
新

校

舎

落

成

あ

り

が

と

う

 

菊
か
お
る
こ
の
日
、
す
ば
ら
し
い
新
 

校
舎
の
落
成
式
を
む
か
え
る
こ
と
が
で
 

き
、
私
達
は
喜
び
で
ー
ぱ
い
で
す
。
 

淡
い
ク
リ
ー
ム
色
の
き
れ
て
い
校
舎
 

が
完
成
し
ま
し
た
。
校
舎
全
体
の
設
備
 

が
旧
校
舎
よ
り
よ
く
な
り
と
て
も
便
利
 

で
す
。
新
校
舎
に
入
る
最
初
の
日
、
私
 

達
は
ウ
キ
ウ
キ
し
て
、
み
ん
な
そ
の
話
 

ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
入
 

っ
て
み
る
と
、
み
ん
な
の
顔
は
ほ
こ
ろ
 

び
、
喜
び
の
声
が
新
校
舎
に
ひ
び
き
ま
 

し
た
。
ど
こ
を
見
て
も
美
し
い
の
で
、
 

初
め
は
使
う
の
が
も
っ
た
い
な
い
よ
う
 

で
し
た
。
 

特
別
教
室
は
、
集
会
室
、
和
室
な
ど
 

旧
校
舎
に
は
な
か
っ
た
教
室
が
で
き
ま
 

し
た
。
と
く
に
び
っ
く
り
し
た
の
は
放
 

送
室
で
す
。
も
の
す
ご
く
設
備
が
整
っ
 

て
い
ま
す
。
本
格
的
な
放
送
局
み
た
い
 

に
「
放
送
中
」
と
い
う
ラ
ン
プ
も
つ
き
 

ま
す
。
集
会
室
は
じ
ゅ
う
た
ん
が
し
い
 

て
あ
り
劇
が
で
き
る
よ
う
な
小
さ
な
ス
 

テ
ー
ジ
が
つ
い
て
い
ま
す
。
和
室
は
た
 

た
み
を
し
い
て
い
て
、
初
め
て
入
っ
た
 

時
、
た
た
み
の
に
お
い
が
プ
ー
ン
と
し
 

て
き
ま
し
た
。
図
書
室
は
ず
っ
と
広
く
 

な
り
、
じ
ゅ
う
た
ん
を
し
い
て
い
て
と
 

て
も
き
れ
い
で
す
。
各
階
に
水
洗
ト
イ
 

レ
が
あ
り
ま
す
。
旧
校
舎
の
時
は
、
下
 

を
見
る
と
ま
っ
暗
で
、
何
か
で
て
き
そ
 

う
で
こ
わ
か
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
寒
く
 

な
っ
て
も
一
階
ま
で
お
り
て
行
か
な
く
 

て
良
い
の
で
本
当
に
助
か
り
ま
す
。
 

私
達
の
教
室
を
見
る
と
旧
校
舎
の
時
 

は
、
窓
わ
く
は
落
ち
そ
う
で
さ
わ
ら
れ
 

な
い
し
、
す
き
ま
風
が
入
っ
て
来
て
い
 

た
け
ど
新
校
舎
は
、
サ
ッ
シ
で
出
来
て
 

い
て
そ
ん
な
心
配
も
い
ら
な
く
な
り
ま
 

し
た
。
そ
れ
に
全
体
の
床
は
板
が
し
い
 

て
い
る
の
で
、
理
科
室
や
音
楽
室
み
た
 

い
に
冷
た
さ
は
な
く
、
き
れ
い
で
す
。
 

最
近
の
学
校
で
は
板
の
所
は
な
い
と
い
 

う
こ
と
で
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
 

い
ま
す
。
私
達
は
こ
の
校
舎
を
使
う
の
 

は
、
後
わ
ず
か
で
す
。
も
っ
と
長
く
使
 

い
た
い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
 

の
が
残
念
で
す
。
し
か
し
、
短
い
期
間
 

で
す
が
、
こ
の
立
派
な
校
舎
に
負
け
な
 

い
よ
う
に
先
生
方
の
い
い
つ
け
を
守
り
 

し
っ
か
り
勉
強
し
、
伊
方
小
学
校
の
児
 

童
と
し
て
は
ず
か
し
く
な
い
よ
う
が
ん
 

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
 

か
ら
入
っ
て
く
る
後
は
い
の
た
め
に
校
 

舎
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

最
後
に
、
町
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
町
 

の
関
係
者
の
方
々
、
町
の
人
た
ち
、
そ
 

れ
に
雨
の
日
も
風
の
日
も
夜
お
そ
く
ま
 

で
働
い
て
く
だ
さ
っ
た
、
お
じ
さ
ん
や
 

お
ば
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
 

ま
し
た
。
 

児
童
の
み
ん
な
を
代
表
し
て
お
礼
を
 

申
し
あ
げ
ま
す
。
（
児
童
代
表
 

六
年
）
 

方
城
町
文
化
祭
 

十
一
月
七
日
・
八
日
に
開
 

方
城
町
文
化
祭
が
、
十
一
月
七
日
田
 

・
八
日
同
二
日
間
、
中
央
公
民
館
及
び
 

町
民
体
育
館
、
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

文
化
祭
も
発
足
以
来
、
今
年
で
十
一
 

と
に
出
品
作
品
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
 

見
張
っ
た
の
は
、
「
広
報
ほ
う
じ
ょ
う
」
 

た
中
古
門
子
ど
も
会
の
し
し
舞
い
で
す
。
 

△

吟

詠

の

部

V

 

切

々

哀

調

 
我

が

心

に

迫

ま

る

 

可
憐
の
少
女
胸
襟
を
唄
う
 

八
日
の
し
し
舞
い
で
は
、
そ
の
す
ば
ら
 

し
い
熱
演
に
。
拍
子
が
鳴
り
や
ま
ず
、
 

つ
い
に
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
て
も
う
一
 

度
公
演
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
方
城
商
工
会
創
立
二
十
周
年
 

を
記
念
し
て
、
大
バ
ザ
ー
（
八
店
舗
出
 

店
）
を
公
民
館
前
広
場
で
開
催
、
中
央
 

公
民
館
入
口
で
は
、
方
城
町
婦
人
会
に
 

よ
る
不
用
品
即
売
会
が
行
わ
れ
、
今
年
 

の
文
化
祭
を
い
っ
そ
う
盛
り
あ
げ
ま
し
 

た。 

△
謡
曲
の
部
V
 

「
オ
イ
ス
カ
」
 

第
五
回
国
際
交
流
会
開
催
 

楽

し

か

 っ
 
た
一
一
日
間
 

十
一
月
十
四
日
、
十
五
日
、
田
川
郡
 

青
年
団
体
協
議
会
に
よ
る
国
際
交
流
会
 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
期
の
オ
イ
ス
カ
西
日
本
研
修
生
は
 

男
十
九
名
、
女
五
名
、
計
二
十
四
名
で
 

す。 

今
年
は
赤
池
町
、
糸
田
町
、
金
田
町
 

添
田
町
、
方
城
町
の
五
ケ
町
で
交
流
会
 

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
交
流
内
容
に
つ
 

き
ま
し
て
は
引
き
受
け
町
村
独
特
の
趣
 

向
を
凝
ら
し
た
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
 

る
よ
う
で
す
。
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
研
修
生
と
町
青
年
団
 

婦人会による不用品即売会 

中古門子ども会によるしし舞い 

商工会による大バザー 

＋
四
日
、
当
町
 

青
年
団
が
引
き
受
 

け
た
交
流
生
は
、
 

マ
レ
ー
シ
ヤ
の
「
 

ジ
ャ
キ
ム
さ
ん
L
 

十
九
才
、
バ
ン
グ
 

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
 

「
ホ
ッ
ク
さ
ん
」
 

三
十
四
才
、
パ
ラ
 

オ
の
「
ド
ミ
ニ
ク
 

さ
ん
」
二
十
一
才
 

の
三
人
で
す
。
 

ま
ず
午
後
四
時
 

半
、
農
業
視
察
で
 

し
た
の
で
、
日
本
語
と
英
語
で
か
な
り
 

お
互
い
の
意
志
は
通
じ
ま
し
た
。
 

話
し
の
内
容
は
農
業
に
関
す
る
も
の
 

が
殆
ん
ど
で
、
当
町
青
年
か
ら
の
質
問
 

が
多
く
、
研
修
生
た
ち
は
町
青
年
団
に
 

質
問
す
る
こ
と
は
（
言
葉
の
関
係
で
）
 

少

な

か

っ

た

よ

う

で

す

。

 
初
め
は
 

少
し
か
た
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
時
 

間
の
経
過
と
と
も
に
気
持
も
ほ
ぐ
れ
、
 

夜
の
ふ
け
る
の
も
忘
れ
午
後
十
二
時
頃
 

ま
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
 

翌
日
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
福
 

智
園
」
を
訪
問
、
そ
の
後
ゲ
ー
ト
ボ
ー
 

ル
等
を
楽
し
み
午
後
三
時
、
金
田
町
に
 

田
川
郡
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
に
散
ら
 

ば
っ
て
い
た
、
オ
ィ
ス
カ
西
日
本
研
修
 

生
が
す
べ
て
集
合
、
第
五
回
国
際
交
流
 

会
の
閉
会
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

オ
イ
ス
力
と
は
 

オ
イ
ス
力
△
産
業
・
精
神
・
文
化
・
 

の
発
展
高
揚
の
た
め
の
国
際
機
構
V

は
 

昭
和
三
十
六
年
設
立
、
世
界
九
十
九
ケ
 

国
に
組
織
を
有
す
る
国
際
連
合
経
済
社
 

会
理
事
会
民
間
諮
問
公
認
で
、
開
発
途
 

上
国
に
対
し
産
業
開
発
協
力
事
業
の
受
 

弁
城
中
山
照
見
さ
 

託
、
斡
旋
、
研
修
員
に
対
す
る
研
修
及
 

ん
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
 

び
助
成
、
産
業
開
発
に
対
す
る
協
力
事
 

ウ
ス
見
学
、
夜
は
 

業
推
進
の
た
め
の
国
際
会
議
、
開
発
途
 

青
年
団
（
二
十
名
）
上
国
に
派
遣
す
る
産
業
技
術
員
の
確
保
 

と
懇
談
会
を
開
催
 

（
今
年
は
町
民
全
 

体
に
は
呼
び
か
け
 

ま
せ
ん
で
し
た
）
 

し
ま
し
た
。
日
本
 

語
が
大
変
上
手
で
 

養
成
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

日
本
で
の
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
愛
知
県
、
 

富
山
県
、
香
川
県
、
福
岡
県
に
あ
り
ま
 

す。 



》つ (5） 昭和56年12月1日 よ つ じ ●つ ほ
 

第129 号 昭和56年12月1日 広 報 

ザ 、 

第129 号 ●つ よ じ う ほ
 

報
 

広
 

作
品
づ
く
り
に
熱
中
 

方
城
町
高
令
者
学
級
、
陶
芸
教
室
 

方
城
町
高
令
者
学
級
で
は
、
昭
和
五
 

十
四
年
四
月
か
ら
陶
芸
教
室
（
講
師
 

上弁城子ども会ニ位でゴールイン ゴール近くの応援風景 

作品づくりにはげむ陶芸教室 

岩
崎
秋
信
）
を
開
い
て
い
ま
す
。
現
在
 

十
六
人
の
人
が
土
に
魅
せ
ら
れ
、
作
品
 

づ
く
り
に
熱
中
し
て
お
り
ま
す
が
、
十
 

一
月
七
日
・
八
日
の
方
城
町
文
化
祭
で
 

そ
の
す
ば
ら
し
い
作
品
が
、
私
た
ち
の
 

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

作
品
づ
く
り
は
原
則
と
し
て
、
 
一
週
 

間
に
一
日
（
毎
週
木
曜
）
と
定
め
て
い
 

ま
す
が
、
作
品
造
り
の
工
程
の
関
係
で
 

毎
日
の
よ
う
に
教
室
に
集
ま
っ
て
い
ま
 

す。 な
お
、
陶
芸
教
室
の
建
物
は
、
福
祉
 

会
館
の
東
に
あ
り
、
世
話
人
の
代
表
者
 

は
「
杉
原
安
男
さ
ん
」
で
す
。
 

全
国
社
会
福
祉
大
会
で
 

中
央
共
同
募
金
会
々
長
表
彰
を
受
賞
 

入
共
同
募
金
会
方
城
分
会
V
 

昭
和
五
十
六
年
に
お
け
る
、
全
国
の
 

社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者
な
ど
に
対
 

す
る
、
厚
生
大
臣
表
彰
、
全
国
社
会
福
 

祉
協
議
会
々
長
表
彰
、
中
央
共
同
募
金
 

会
々
長
表
彰
は
、
十
一
月
十
七
日
、
東
 

京
都
、
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
の
国
際
 

障
害
者
年
、
社
会
福
祉
事
業
法
制
定
、
 

社
協
創
立
三
〇
周
年
記
念
全
国
社
会
福
 

祉
大
会
の
席
上
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
福
 

岡
県
共
同
募
金
会
方
城
分
会
が
中
央
共
 

同
募
金
会
々
長
表
彰
の
優
良
地
区
、
団
 

体
（
共
同
募
金
運
動
に
著
し
く
貢
献
さ
 

れ
た
地
区
お
よ
び
団
体
）
表
彰
を
受
け
 

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
た
の
、
共
 

同
募
金
に
対
す
る
ご
理
解
と
、
暖
か
い
 

ご
支
援
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
共
同
募
金
の
分
配
金
は
、
老
人
 

方
城
町
青
年
団
 

表
彰
を
受
け
る
 

十
一
月
一
日
、
金
田
町
民
会
館
で
、
 

「
田
川
郡
子
ど
も
の
集
い
」
が
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
が
、
方
城
町
青
年
団
に
田
川
 

郡
子
ど
も
育
成
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
＋
一
月
十
日
、
川
崎
町
総
合
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
当
町
青
年
団
が
、
 

田
川
郡
社
会
教
育
振
興
協
議
会
か
ら
表
 

彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
子
ど
も
会
の
キ
ャ
ン
プ
な
 

ど
で
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
き
リ
ー
ダ
ー
 

と
し
て
、
子
ど
も
会
の
育
成
に
協
力
し
 

た
事
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

表彰を受ける青年団長武内浩一さん 

‘
、
ユ
●
一
『
、
く
く
三
子
‘
く
」
！
三
、
，
ユ
！
，
、
5
、
‘
！
ョ
、
‘
く
一
三
一
‘
、
三
コ
ー
、
乏
‘
 

郵
 
便

局

 だ
 
よ
 
り
 

？
、
」
」
●
ミ
・
三
●
！
、
一
三
一
●
乏
」
三
一
；
、
J
●
●
、
‘
く
三
子
ミ
三
ミ
、
、
‘
三
 

年
末
年
始
に
は
郵
便
物
が
ぼ
う
大
な
 

量
に
増
え
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
つ
 

い
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す。 
H
 

小
包
は
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
お
 

出
し
下
さ
い
。
 

口
 

年
賀
状
は
＋
二
月
十
五
日
か
ら
受
 

付
け
ま
す
が
、
遅
く
と
も
十
二
月
一
一
 

十
日
ま
で
に
お
出
し
下
さ
い
。
 

日
 

年
賀
状
に
は
必
ず
郵
便
番
号
を
記
 

入
し
て
下
さ
い
。
 

四
 

郵
便
物
の
あ
て
名
は
く
わ
し
く
は
 

っ
き
り
と
書
い
て
下
さ
い
。
 

国
 

犬
は
必
ず
ロ
輪
を
す
る
か
、
つ
な
 

い
で
下
さ
い
。
 

喪
主
状
 

（
み
某
‘
、
、
参
豆
“
茎
段
 

●
卑
に
タ
盲
裏
●
午
存
あ
い
 

共
叫
募
舎
運
‘
‘
」
努
カ
さ
れ
荘
会
 

編
サ
・
増
違
に
寄
I
せ
ら
木
た
幼
 

暗
u
I
こ
と
に
蹟
着
で
あ
”
I
す
 

よ
つ
！
『
 

）
記
念
品
を
贈
リ
・
 

表
彰
し
ま
す
 

鵬
」
工
＋
（
早
一
 

状
 

彰
 

表
 

福
祉
費
（
敬
老
祝
金
、
長
寿
会
研
修
負
 

担
金
、
医
薬
セ
ッ
ト
、
緊
急
ブ
ザ
ー
、
 

独
居
老
人
励
ま
す
会
）
児
童
福
祉
費
（
 

黄
色
帽
子
、
学
童
保
育
）
母
子
福
祉
費
 

（
入
学
祝
金
、
 

一
日
父
親
行
事
）
そ
の
 

他
、
有
意
義
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

第
五
十
九
回
商
工
会
 

珠
算
検
定
試
験
 

ー
合
格
者
は
六
名
ー
 

＋
一
月
十
五
日
、
第
五
十
九
回
商
工
 

会
珠
算
検
定
試
験
が
、
八
幡
町
商
工
会
 

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

受
験
者
総
数
十
七
名
の
う
ち
、
合
格
 

者
は
六
名
で
次
の
と
お
り
で
す
。
 

四
級
 

仲
村
里
津
子
 

五
級
 

石
谷
美
奈
 

六
級
 

山
田
健
一
郎
 
石
谷
恵
美
 

七
級
 

山
田
徹
 
原
田
直
樹
（
敬
称
略
）
 

空
き
か
ん
、
空
き
ひ
ん
、
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
の
 

ノ

ー

ポ

イ

運

動

実

施

中

 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
町
づ
く
り
を
 

犬
星
子
ど
も
会
優
勝
 

第
二
十
一
回
方
城
町
子
ど
も
駅
伝
大
会
 

絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
に
恵
ま
れ
た
＋
 

一
月
二
十
二
日
、
方
城
町
子
ど
も
育
成
会
 

主
催
に
よ
る
第
二
十
一
回
子
ど
も
会
駅
 

伝
大
会
が
行
わ
れ
、
昨
年
二
位
の
犬
星
 

常
会
が
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
、
念
願
 

の
優
勝
旗
を
手
中
に
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
た
め
に
、
毎
夜
寒
風
の
中
 

を
も
の
と
も
せ
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
走
 

り
こ
ん
だ
子
ど
も
た
ち
。
 

必
勝
を
期
し
て
参
加
し
た
二
十
チ
ー
 

ム
の
選
手
た
ち
は
、
午
前
十
時
方
城
町
 

民
グ
ラ
ン
ド
を
い
っ
せ
い
に
ス
タ
ー
ト
 

町
内
十
一
区
間
、
十
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス
 

を
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
熱
戦
が
展
開
さ
 

れ
ま
し
た
が
、
六
区
間
の
走
者
、
久
富
 

繁
康
（
新
門
下
）
さ
ん
、
及
び
八
区
間
 

の
走
者
、
木
戸
朝
奈
儀
（
東
古
門
）
さ
 

ん
が
、
共
に
六
人
抜
き
を
な
し
と
げ
ま
 

し
た
。
 

優
勝
し
た
犬
星
子
ど
も
会
は
終
始
ト
 

ッ
プ
の
座
を
守
り
続
け
、
選
手
の
平
均
 

し
た
実
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ま
 

し
た
。
 

な
お
、
こ
の
駅
伝
大
会
開
催
に
あ
た
 

り
、
町
体
協
の
か
た
が
た
の
温
か
い
ご
 

協
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

優

勝

旗

を

受

取

る

 

喜
び
の
犬
星
子
ど
も
会
 

第21回方城町子ども駅伝大会成績表 

順位 支部名 4 区 6 区 7 区 8 区 9 区 10 区 11区 ゴ ー ル タ イ ム 

1 犬 星 ・犬 星 56分・23秒 
2 鶴 ケ 丘 

こ ソてこ 
―→、 

ノー―一 
ー一、ー ー一上 弁 城 56分・44 秒 

3 久 六 
ー一ー~～～、 ' ／へ‘ へ～ 一ーへ ノ／く 、・久 六 57分・10秒 

4 上 弁 城 ./ 
～・、→ーー一 

、＼、 

～メ～→／ 、～～一一ーー」 

、、~」 

“、こ、、― 一西 古 門 57分・22 秒 
5 春 田 一~ 

、ノノ～ ~ - ノ見 六 58分・09 秒 
6 西 古 門 、 

r ~ ~フL 一後 58分・17 秒 
7 中 古 門 r 一 

‘~ 
~ ~ ~ ~ 野 添 58分・28秒 

8 丸 山 A ~ ~ ~ , / 
~ ノ浄 万 寺 58分・55 秒 

9 後 11 ~ ~ ~ ~ ， p / ~ 春 田 58分・57 秒 
10 見 六 ．ー ， ~ ~ ~ 

ノ・ 

V 広谷・長浦 59分・46 秒 
11 東 古 門 、 ~ ~ 既一／ -4 ~ー ~ 八中 古 門 59分・54 秒 
12 広谷・長浦 A ' ザ~ ~ ~ , ~ ~‘ 迫 60 分・24 秒 
13 新 門 下 A ~ ~ ~ ~ → 東 古 門 60分・25 秒 
14 野 添 , ．ー "’~ ~ L ノ 鶴 ケ 丘 60分・25 秒 
15 八 幡 町 , W ▲ ~‘ ，ー 7' 一ノ 

丸 山 60分・42 秒 
16 古門団 地 

A 諭へ V ノノ 新 門 下 62 分・15 秒 
17 山 の 手 I ア’ ~／ 前 村 63分・37 秒 
18 浄 万 寺 、 

、 ノ 
\'' ・八 幡 町 64 分・12 秒 

19 前 村 . Y ・古門団 地 65分・21秒 
20 迫 ・山 の 手 65分・53 秒 

' 

手力協、るえ日頃の実力が出しきれなかった人も・・・ 
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広
 

勤
め
帰
り
に
熱
力
ン
で
キ
ュ
ッ
と
一
 

杯
 

。 
お
酒
の
お
い
し
い
季
節
に
な
 

り
ま
し
た
。
 
と
く
に
十
ニ
月
は
忘
年
会
 

な
ど
、
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
 

す
が
、
同
時
に
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
 

事
故
も
増
え
ま
す
。
 

「
ほ
ん
の
一
杯
だ
 

け
」
が
命
と
り
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

「
飲
む
な
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
 

な
」
 
の
鉄
則
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
人
ひ
 

と
り
が
自
覚
し
、
こ
れ
を
守
る
よ
う
に
 

し
ま
し
ょ
う
。
 

飲酒運転防止 =",山＝~~’'' 

「ほんの1 杯だけ」が ー
 命とり 

ア
ル
コ
ー
ル
は
一
 

・
一
糧
の
“
マ
ヒ
剤
 

飲
酒
運
転
の
実
態
を
み
ま
す
と
、
ま
 

ず
、
酒
に
対
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
認
識
 

不
足
が
め
だ
ち
ま
す
。
 

な
ぜ
飲
酒
運
転
を
し
た
か
、
と
い
う
 

問
い
に
対
し
て
、
「
あ
ま
り
酔
っ
て
い
 

な
い
と
思
っ
た
か
ら
」
と
か
「
少
し
し
 

か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
」
と
答
え
る
人
 

が
多
く
、
な
か
に
は
「
酔
っ
た
勢
い
で
 

」
と
い
う
無
鉄
砲
な
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
 

ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
 

を
理
解
し
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
い
で
 

家
庭
の
防
犯
 

年
末
防
犯
運
動
 

＋
ニ
月
 

年

末

防

犯

で

 

明

る

い

町

を

 

年
末
は
、
お
歳
暮
や
お
正
月
用
品
の
 

買
い
物
な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る
こ
と
 

が
多
く
な
り
、
こ
の
隙
を
ね
ら
っ
て
、
 

あ
き
巣
や
ひ
っ
た
く
り
事
件
が
増
え
て
 

き
ま
す
。
ま
た
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
の
 

暴
力
事
件
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
警
察
で
は
、
み
な
さ
ん
が
 

明
る
い
年
末
を
す
ご
せ
る
よ
う
総
力
を
 

あ
げ
て
特
別
警
戒
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

歳
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
に
気
を
と
ら
れ
 

い
ま
わ
し
い
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
く
 

れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

「
せ
わ
し
な
い
年
の
瀬
…
・
：
 

ご
用
心
ノ
・
」
 

「
カ
ギ
か
け
」
が
や
は
り
基
本
。
 

年
末
は
忙
が
し
さ
に
気
を
奪
わ
れ
、
 

戸
締
り
を
忘
れ
が
ち
に
な
る
た
め
、
〈
あ
 

き
巣
や
居
あ
き
、
出
店
荒
し
”
な
ど
の
 

被
害
が
目
立
っ
て
増
え
ま
す
。
し
っ
か
 

り
戸
締
り
を
し
、
隙
を
ね
ら
う
ド
ロ
ボ
 

ウ
か
ら
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
十
分
気
 

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

防

犯

心

得

 

▼
ち
ょ
っ
と
の
外
出
で
も
、
必
ず
戸
締
 

り
を
し
、
隣
近
所
に
ひ
と
声
か
け
て
留
 

守
を
頼
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

▼
出
入
口
や
窓
に
は
ク
丈
夫
な
力
ギ
”
 

を
つ
け
、
狙
わ
れ
や
す
い
と
こ
ろ
に
 

一
日
、
＋
ニ
月
三
＋
一
日
 

、二＝ニ●~●ニ＝」 

二
段
構
え
（
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）
 

の
戸
締
り
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

▼
玄
関
ゃ
勝
手
口
ば
か
り
で
な
く
、
ふ
 

だ
ん
戸
締
り
を
忘
れ
が
ち
な
浴
室
、
便
 

所
な
ど
の
高
窓
や
二
階
の
窓
な
ど
「
こ
 

ん
な
と
こ
ろ
は
」
と
思
う
と
こ
ろ
も
忘
 

れ
ず
に
戸
締
り
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

り
 A

 

.
 
一
一
 

一
一
 

惑
 ひったくり→ご用心 

年
末
に
多
い
す
り
、
ひ
っ
た
く
り
 

す
り
、
ひ
っ
た
く
り
は
年
末
が
稼
ぎ
 

ど
き
、
込
み
合
う
乗
り
物
、
商
店
、
デ
 

パ
ー
ト
の
特
売
場
な
ど
が
主
な
働
き
場
 

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

③
す
り
 

▼
す
り
は
根
気
よ
く
狙
っ
た
人
の
後
を
 

つ
け
す
き
を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
か
ら
 

大
金
を
持
っ
て
い
る
と
き
は
、
込
み
合
 

う
乗
り
物
や
寄
り
道
は
な
る
べ
く
さ
け
 

ま
し
ょ
・
っ
。
 

▼
買
い
物
か
ご
の
中
な
ど
に
無
造
作
に
 

財
布
を
入
れ
外
部
か
ら
見
え
る
よ
う
に
 

し
て
持
ち
歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
 

・つ。 

し
ょ
う
。
 
ア
ル
コ
ー
ル
は
一
種
の
“
 
マ 

ヒ
剤
”
と
な
っ
て
、
運
転
に
必
要
な
「
 

認
知
」
「
判
断
」
「
実
行
」
の
能
力
を
 

大
き
く
低
下
さ
せ
ま
す
。
 

酒
が
入
る
と
、
運
転
に
次
の
よ
う
な
 

影
響
を
与
え
ま
す
。
 

①
ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
に
む
と
ん
ち
ゃ
く
 

に
な
る
。
 

②
も
の
の
識
別
や
発
見
が
遅
れ
る
。
 

③
ブ
レ
ー
キ
や
ハ
ン
ド
ル
操
作
が
遅
れ
 

が
ち
に
な
る
。
 

④
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
く
な
る
。
 

⑤
無
謀
運
転
を
無
謀
運
転
と
感
じ
な
く
 

な
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
酒
酔
い
、
酒
気
 

帯
び
運
転
が
い
か
に
危
険
で
あ
る
か
が
 

分
か
る
と
思
い
ま
す
。
 

道

交

法

 

す
べ
て
の
飲
酒
運
転
を
禁
止
 

道
路
交
通
法
で
は
「
何
人
も
酒
気
を
 

帯
び
て
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
等
 

を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
 

お
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
の
程
度
を
問
 

わ
ず
、
す
べ
て
の
飲
酒
運
転
を
禁
止
し
 

て
い
ま
す
。
 

「
酒
気
を
帯
び
て
」
と
い
う
の
は
、
 

一
定
の
程
度
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
、
つ
 

ま
り
「
血
液
ー
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
 

〇
・
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
、
ま
た
は
呼
気
ー
 

リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
O

・
二
五
ミ
リ
グ
ー
フ
 

ム
」
を
超
え
た
濃
度
が
認
め
ら
れ
る
場
 

合
を
い
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
酒
気
帯
び
運
転
は
、
三
 

▼
酔
っ
て
大
金
を
持
ち
歩
く
の
は
危
険
 

で
す
。
ま
た
、
ボ
ー
ナ
ス
日
は
寄
り
道
 

を
し
な
い
で
ま
っ
す
ぐ
帰
り
ま
し
ょ
う
。
 

③
ひ
っ
た
く
り
 

▼
銀
行
な
ど
へ
預
金
に
行
く
と
き
や
、
 

払
い
戻
し
て
帰
る
と
き
は
、
周
囲
の
人
 

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
多
額
の
預
金
や
払
い
戻
し
は
で
き
る
 

だ
け
二
人
以
上
で
、
自
動
車
を
利
用
し
 

て
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
 

▼
銀
行
な
ど
の
名
入
り
の
封
筒
を
外
に
 

さ
ら
し
て
持
ち
歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

▼
人
通
り
の
少
な
い
道
は
な
る
べ
く
避
 

け
て
通
り
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
 

ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
は
胸
に
抱
き
 

か
か
え
る
よ
う
に
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。
 

暴
力
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
一
一
〇
番
 

▼
チ
ン
ピ
ラ
、
酔
っ
ぱ
ら
い
な
ど
に
、
 

い
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
た
と
き
は
、
 

き
然
と
し
た
態
度
で
応
待
し
、
つ
け
入
 

ら
れ
る
ス
キ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

▼
被
害
を
受
け
た
り
、
受
け
そ
う
に
な
 

っ
た
と
き
は
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
泣
き
 

寝
入
り
し
な
い
で
勇
気
を
も
っ
て
警
察
 

に
届
け
ま
し
ょ
う
。
 

▼
暴
力
団
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
や
み
か
 

じ
め
料
、
物
品
購
入
な
ど
を
要
求
さ
れ
 

て
も
断
固
拒
否
し
、
警
察
へ
届
け
ま
し
 

よ・つ 
。 

▼
ど
ん
な
小
さ
な
暴
力
で
も
見
た
り
、
 

聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
他
人
ご
と
と
 

思
わ
ず
、
 

一 
一
〇
番
し
ま
し
ょ
う
。
 

か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
万
円
以
下
 

の
罰
金
に
科
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
違
 

反
点
数
は
六
点
で
、
運
転
免
許
は
停
止
 

さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
飲
酒
の
影
響
で
正
常
な
運
転
 

が
で
き
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
血
中
の
 

ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
に
関
係
な
く
酒
酔
い
 

運
転
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
一
一
 

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
 

罰
金
に
科
せ
ら
れ
、
違
反
点
数
は
十
五
 

点
で
、
運
転
免
許
は
取
り
消
さ
れ
ま
す
。
 

一
方
、
実
験
に
よ
る
と
、
酔
い
が
さ
 

め
る
の
は
か
な
り
遅
い
の
で
、
二
日
酔
 

い
に
も
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
夜
 

遅
く
ま
で
、
多
量
に
酒
を
飲
ん
だ
あ
く
 

る
日
は
飲
酒
運
転
に
な
る
可
能
性
が
あ
 

る
か
ら
で
す
n
 

ド
ラ
イ
バ
ー
に
 

酒
を
勧
め
た
人
も
 

罰
せ
ら
れ
ま
す
 

コ
 

飲
酒
運
転
で
罰
せ
ら
れ
る
の
は
、
ド
 

ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
 

れ
か
ら
車
に
乗
ろ
う
と
す
る
人
に
酒
を
 

提
供
し
た
り
、
勧
め
た
り
す
る
こ
と
も
 

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

酒
び
た
り
に
な
り
や
す
い
年
の
末
ハ
 

ン
ド
ル
を
持
つ
人
も
持
た
な
い
人
に
も
 

“
乗
る
な
ら
飲
む
な
ノ
”
を
徹
底
さ
せ
 

た
い
も
の
で
す
ね
。
 

琴
 

ー
昭
和
五
＋
」
ハ
年
 

エ
業
統
計
調
査
 

… 

・
ー
ー
一
 

ー
エ
糾
刻
概
義
札
調
査
に
こ
協
力
一
を
 

製
造
業
の
皆
さ
ん
、
通
商
産
業
省
で
 

は
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
三
＋
一
日
現
 

在
で
、
昭
和
五
十
六
年
工
業
統
計
調
査
 

を
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
 

所
を
対
象
と
し
て
、
製
造
品
の
出
荷
額
、
 

原
材
料
使
用
額
、
有
形
固
定
資
産
な
 

ど
を
調
査
し
、
 
工

業

の

事

態

を

明

 

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
 

す
。
 こ

の
統
計
調
査
の
結
果
は
、
例
え
ば
 

都
市
開
発
や
、
下
水
道
整
備
計
画
の
立
 

案
に
利
用
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
み
な
さ
 

ん
が
各
種
製
品
の
生
産
、
販
売
計
画
を
 

た
て
る
場
合
の
参
考
に
も
な
る
な
ど
、
 

生
活
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
、
 

ま
た
、
本
年
は
工
業
実
態
基
本
調
査
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
企
業
の
 

実
際
の
姿
に
つ
い
て
、
正
し
い
資
料
を
 

集
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
 

り
、
中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
を
図
り
 

国
の
経
済
を
健
全
に
発
展
さ
せ
る
た
め
 

に
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
も
の
で
す
。
 

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所
に
 

は
、
年
末
年
始
に
か
け
て
調
査
員
が
調
 

査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
票
に
記
載
さ
れ
た
内
容
 

は
、
外
部
に
は
も
ら
し
ま
せ
ん
の
で
安
 

心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

一

 

方
城
町
写
真
ク
ラ
ブ
 

十

月

例

会

 

十

一

月

例

 

一
席
 

仲
山
勝
人
「
ね
む
り
猿
」
 

一
席
 

光
井
サ
 

二
席
 

田
丸
 

久
「
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
」
 

二
席
 

仲
山
？
 

三
席
 

中
山
勝
信
「
彼
岸
」
 

三
席
 

春
本
」
 

十
月
例
会
 

十
一
月
例
会
 

一
席
 

一一席 

三
席
 

四
席
 

五
席
 

仲
山
勝
人
「
ね
む
り
猿
」
 

一
席
 

光
井
英
一
「
ぬ
け
が
ら
ー
 

田
丸
 

久
「
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
」
 

二
席
 

仲
山
政
広
「
猿
」
 

中
山
勝
信
「
彼
岸
」
 

村
田
義
美
「
漁
」
 

平
化
升
英
一
「
海
」
 

六
席
 

仲
山
政
弘
「
運
動
会
」
 

七
席
 
仲
山
英
治
「
み
の
虫
」
 

参
加
者
 

14 

名
 

カ
ラ
ー
 
m
点
 
白
黒
 
13 

占一 

以
上
 

111
席
 

春
本
武
生
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
ー
 

四
席
 

仲
山
勝
人
「
朝
ー
 

五
席
 
仲
山
英
治
「
僕
ち
ょ
う
だ
い
」
 

参
加
者
 

13 

名
 

カ
ラ
ー
 
m
点
 

白
黒
 

5
点
 

以
上
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お
知
ら
せ
 

鳳そ 

公
給
領
収
証
を
受
取
り
ま
し
ょ
う
 

料
理
飲
食
等
消
費
税
と
は
、
皆
様
方
 

が
料
理
店
・
バ
ー
・
キ
ャ
バ
レ
ー
・
飲
 

食
店
・
旅
館
な
ど
を
利
用
さ
れ
た
場
合
 

に
、
そ
の
利
用
料
金
の
 10 

パ
ー
セ
ン
ト
 

が
税
金
と
な
り
、
料
金
と
併
す
て
請
求
 

さ
れ
る
税
で
す
。
 

ま
た
、
仕
出
し
屋
・
料
理
店
・
飲
食
 

店
等
か
ら
家
庭
や
公
民
館
な
ど
に
出
前
 

を
受
け
た
場
合
も
同
じ
よ
う
に
課
税
さ
 

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
 

旅
館
で
は
一
人
一
泊
二
食
四
、
〇
〇
O
円
 

以
下
、
飲
食
店
（
仕
出
し
、
出
前
を
含
む
）
 

な
ど
は
一
人
二
、
〇
〇
〇
円
以
下
の
料
金
 

に
は
税
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
料
理
店
・
 

バ
ー
・
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
は
、
す
べ
て
 

税
が
つ
き
ま
す
。
税
が
つ
い
た
場
合
、
 

経
営
者
は
皆
様
方
に
公
給
領
収
証
を
お
 

渡
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
 

必
ず
受
け
と
り
お
確
め
く
だ
さ
い
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
へ
お
た
ず
 

ね
く
だ
さ
い
。
 

記
 

（
郵
便
番
号
 

八
二
五
）
 

住
所
 
田
川
市
大
字
伊
田
字
松
原
通
り
 

三
一
一
九
一
一
の
一
一
 

福
岡
県
田
川
財
務
事
務
所
関
税
課
 

「
電
話
 

田
川
局
 
四
ー
八
一
一
一
 

（
代
表
）
」
 

昭
和
五
十
七
年
度
 

福
岡
県
立
福
岡
盲
学
校
生
徒
募
集
要
項
 

一
、
課
程
 

普
通
科
（
三
年
間
）
 

中
卒
以
上
の
者
 

保
健
理
療
科
（
三
年
間
）
 

" 

専
攻
科
理
療
科
（
三
年
間
）
 

高
卒
以
 

上
の
者
 

※
幼
稚
部
（
一
年
間
）
満
五
才
児
 

二
、
卒
業
後
の
資
格
お
よ
び
進
路
 

H
 

大
学
受
験
資
格
 

口
 

保
健
理
療
科
は
「
あ
ん
ま
、
マ
 

ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
師
検
定
試
験
」
 

受
験
資
格
 

日
 

専
攻
科
理
療
科
は
上
記
口
の
ほ
 

か
「
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
検
定
試
験
」
 

及
び
「
筑
波
大
学
理
療
科
教
員
養
 

成
施
設
」
受
験
資
格
 

※
四
 

幼
稚
部
は
小
学
校
へ
進
学
 

三
、
視
力
な
ど
の
条
件
 

H
 

全
く
見
え
な
い
が
、
両
眼
の
矯
 

正
視
力
が
〇
・
三
未
満
の
者
 

口
 

視
機
能
障
害
が
あ
る
者
 

日
 

将
来
失
明
、
も
し
く
は
著
し
く
 

視
力
減
退
の
お
そ
れ
の
あ
る
者
 

四
、
入
学
試
験
 

H
 

願
書
受
付
 
五
十
七
年
一
月
十
 

日
、
三
月
十
日
 

口
 

試
験
日
 

五
＋
七
年
三
月
＋
八
 

日
（
木
）
 

※
 

問
い
合
わ
せ
 
〒
ハ
ー
ハ
 
筑
紫
野
市
 

大
字
牛
島
字
石
橋
 

一
一
四
番
地
 

電
話
 
〇
九
二
九
二
 

四
 

一
一
〇
一
番
 

！
ー
，
 

ー
‘
ー
！
ー
ー
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ー 
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‘
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・
ー
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・
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昭
和
五
十
七
年
度
 

普
通
訓
練
課
程
（
高
卒
）
訓
練
生
募
集
要
項
 

飯

塚

技

能

開

発

セ

ン

タ

ー

 

一
、
募
集
訓
練
科
（
自
動
車
整
備
科
）
 

法
規
、
製
図
、
安
全
衛
生
）
 

修
業
年
限
 

（
ー
ケ
年
）
 

普
通
学
科
（
体
育
）
 

定
 

員
 

（
四
十
五
名
）
 

実
技
（
測
定
実
習
、
工
作
実
習
、
機
 

応
募
資
格
 

（
原
則
と
し
て
三
十
 

械
実
習
、
機
関
整
備
、
シ
ャ
シ
整
備
、
 

才
以
下
で
「
高
等
学
校
卒
業
」
又
は
、
 

車
体
整
備
、
電
気
装
置
整
備
、
検
査
及
 

昭
和
五
十
七
年
三
月
「
高
等
学
校
卒
業
 

び
試
運
転
実
習
）
 

見
込
み
」
の
男
女
 

そ
の
他
（
行
事
及
び
自
主
研
修
）
 

ニ
、
訓
練
概
要
 

三
、
応
募
及
び
受
付
 

専
門
学
科
（
基
礎
工
学
、
ェ
ン
ジ
 

H
 

応
募
書
類
（
入
校
願
書
・
調
査
書
〕
 

ン
、
シ
ャ
シ
、
自
動
車
電
気
、
自
動
車
 

口
 

受
付
場
所
（
本
校
又
は
最
寄
り
 

整
備
法
、
機
械
工
作
法
、
材
料
、
検
査
 

の
公
共
職
業
安
定
所
 

日
 

受
付
期
問
（
第
一
次
 
昭
和
五
 

十
六
年
十
二
月
一
日
因
、
昭
和
五
十
七
 

年
一
月
十
二
日
因
、
第
二
次
、
昭
和
五
 

十
七
年
一
月
二
十
五
日
囲
、
昭
和
五
十
 

七
年
二
月
二
十
三
日
因
 

四
、
選
考
の
場
所
、
日
時
及
び
方
法
 

選
考
の
場
所
（
本
校
）
 

選
考
日
時
（
第
一
次
 
昭
和
五
十
七
 

年
一
月
十
七
日
回
 
午
前
九
時
、
第
一
一
 

次
 

五
十
七
年
二
月
二
十
六
日
圏
 
午
 

前
九
時
）
 

選
考
方
法
（
適
性
検
査
、
面
接
）
 

五
、
合
格
発
表
 

第
一
次
 
昭
和
五
十
七
年
一
月
二
十
 

二
日
、
第
二
次
 

五
十
七
年
三
月
五
日
 

六
、
特
典
 

H
 

修
了
生
に
は
三
級
自
動
車
整
備
 

士
（
ガ
ソ
リ
ン
・
ジ
ー
ゼ
ル
・
シ
ャ
シ
）
の
 

受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
、
実
技
試
験
免
 

除
と
な
る
。
 

口
 

修
了
生
に
は
技
能
照
査
の
う
え
、
 

技
能
士
補
の
称
号
が
与
え
ら
れ
る
。
 

日
 

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
修
了
証
が
 

取
得
で
き
る
。
 

四
 

ァ
ー
ク
溶
 

接
特
別
教
育
修
了
 

証
が
与
え
ら
れ
る
。
 

「

 

ー
 

ご
寄
付
の
お
礼
一
 

〈
ー
、
I

・

I

‘
ー
 

ー
 

ー
 

、

一

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
鈴
木
 

保
子
（
新
門
）
様
か
ら
、
方
城
町
身
障
 

福
祉
会
に
高
額
な
寄
付
を
受
け
ま
し
た
 

の
で
、
身
障
福
祉
会
の
た
め
、
最
も
有
 

意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

方
城
町
身
障
福
祉
会
 

会
長
山
崎
菊
一
ほ
か
役
員
一
同
 

△

忘

れ

て

い

ま

せ

ん

か

 

優

し

さ

を

▽

 

△
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
V
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